




































るいは戦後思想を語るうえで、丸山 賛否いずれにお ても、最も論議を呼ぶ存在であることに異論はあるまい。戦後思想の関が原、いや、摺鉢山（硫黄島）に相当するとでも譬えてみたくな のが丸山眞男である。関が原は文字通りの天下分け目の決戦であるが、摺鉢山は実際の勝敗を決する分岐点というよりシンボル争奪の要素 大きかった（だからこそ、山頂に星条旗を立てた時 写真は大きなインパクトを持っ 。奪取すべき軍事上の目標は飛行場であった） 。丸山個人の思想というより、それが象徴する日本国憲法をはじめとす 戦後体制、または戦後民主主義と呼ばれる何物か あるい 「進歩的知識人」と呼ばれる何者か
―
が批判の本丸
であるのであろう。丸山礼賛はその逆に れらへの支持ないし称賛である（それととも 、個人崇拝の色彩も時折感じられるが） ずれにしても、丸山をめぐ 論議が「独特の熱気」を帯びることに十分な理由があるというべきであろう。
筆者はこれまで主に戦後日本の再軍備過程とその後の防衛政策、日米安全保障関係の展開などについての実























ないが、その多くは丸山を思想家 捉えての礼賛なり批判であり、その焦点は主に丸山 ファシズム論、デモクラシー論である。しかし、筆者の関心は以上 い れにもな 。丸山を思想家と呼ぶべきかどうかは疑問があ
り（５）
、日本政治思想史は筆者の研究領域を超えている。 「はじめに」で述べたように、筆者の関心はあくまで
戦後日本の安全保障にあり、したがって戦争 平和に関する丸山 言説である。そうした を一括してとりあえず平和論と呼んでおこう
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これは『思想の科学』 （一九四九年一〇月）に掲載された「日本の思想における軍隊 役割」と題す 座談
会での発言である。丸山のほかに飯塚浩二と豊崎昌二が参加しており、いわゆる鼎談となっている。終戦から四年ほど過ぎているとはいえ、辛い体験 記憶が生々しいことがこの発言からうかがえる。さらに長谷川は、次の発言を引用し、疑問を深めている。
軍隊の居心地がよかったというような話があったけれど、ぼくはやっぱり軍隊ほどいやなところはな









































流経法学　第11巻 第 1 号
座談会における発言は、活字にする時点で多少手を入れることはあっても、その表現や話の中身を完全に書き変えてしまうようなこと まずしないものであろう。それが、長谷川が引用し批判したような発言となっていると考 られる。
人は「問うに落ちず、語るに落ちる」というが、そうであるならば、丸山の場合もやはり、 「語るに落ち」






























得られると考えているわけではない。それどころか、片言隻句にとらわれて思わぬ誤解をするおそれがあることは重々承知している。これま 筆者は丸山の著書や論文として発表したものをいくつか読んできたが、座談における発言を「聞く」ことで、書いたものだけからではうかがい知ることのできな 丸山の一面に迫 ことができると考えている。そして、それが丸山の平和論を理解する上でも有用なも となりうるであろうと期待して、とりあえず、その作業に取り組んでみることにする。したがって本稿では『丸山眞男座談』を中心に据
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一緒に戦友とどうこうしたとか、演習の休憩のときに軍歌をうたったとか、実 小さな些細なことが、あの砂漠のような生活の中で、オアシスのようによいもの 感じるんです。それが堆積 て大きな力になっ
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」 『思想』第九六〇号（二〇〇五年一二月） 、 「憲法の平和主義と

































中野、前掲書、一二二 このほか、 ユリイカ』 （一九七八年三月）に掲載された埴谷雄高との対談でも「のっけ
から丸山眞男の能弁が話題に」なったほどだ う。同書、六三ページ。埴谷とともに竹内好を訪れた丸山が「しゃべり続けてようやく息をつぎ、そこに竹内が『そうかね』と重々しく答えるのは、 『数十分後』のことである。もちろんそこで語り終わることな 、……」という逸話が残っている。苅部、前掲書 一一九
－ 一二〇ページ。アメリカで丸山の講演を
聞いた竹内洋も、 「わたしを含めた一〇人ほどの日本人参加者は丸山を囲んで芝生で談話する機会をもった。ほとんど丸山の独演会状態で、巷間い れていたおしゃべり好きな丸山像を再認した」という。竹内 前掲書、二〇三ページ
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16）　「夜店と本店と」 『座談』九、 二八七ページ。丸山は自身についてこう語 ている。 「ぼくの精神史は、方法的にはマルクス主義との格闘の歴史だし、対象的には天皇制の精神構造 の格闘の歴史だった」 二 三四 したがって、
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38）　「現代はいかなる時代か」 『朝日ジャーナル』一九五九年八月九日号、 『座談』三、 二九八ページ。
（
39）　『座談』二、二一六ページ。
（
40）　「一年の後、十年の後
―
黄金の六〇年代か、危機の六〇年代か
―
」 『週間読書人』一九六〇年一月一日号、 『座談』四、
一一ページ。
（
41）　
同前、一一
－ 一二ページ。
